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1. 背景  

 

 

 

2. アプリケーションの機能 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                 
 

 

ポイント機能では、ポイント（電子マネー）付与や情報
提供によって、市民の健康意識を変容させた（調査結果）。 
利用者は自身の健康行動をチェックすることによってポ
イントを取得できる。チェックだけでなく、受診日を入力
することで自身の受診・参加状況を記録・確認できる。 
また、未チェックの健康行動は各種“項目名”をタッチする
ことで、ポップアップによる簡易な説明が表示される。さ
らに、“詳しく”をタッチすることで、市のサイト（専用ペ

ージ）へ遷移し、情報のアクセシビリティを最大限に高
め、アプリ利用者の親近感を高めた。 

歩数計機能では、スマートフォンの加速度セ
ンサーによって歩数が自動記録される。歩数
の記録計数に対応して、キャラクターが成長

するというゲーム要素を導入（ゲーミフィケ
ーション）した。仕掛けは、6000歩達成する
ことで、キャラクター（釧路市のゆるキャラ“つ
るまる”）が誕生し、ポイントが付与される。
ゲーム要素で、健康意識に対する精神的スト

レスの軽減や運動習慣の持続性を支援した。 
 
マップ機能では、“コース名”をタッチするこ
とでウォーキングマップと詳細情報（距離、所

要時間、消費カロリーなど）が表示される。釧
路市のウォーキングに適したコースを推薦
し、利用者の運動する意識を高め支援した。 
 
 
 

情報機能では、主な情報源である釧路市のFacebook と HP への
遷移ボタンに加えて、健康に関する情報をカテゴリーごとに分類し、
“各種ボタン”をタッチすることで詳細情報へ遷移することができる。 
 

3. 工夫点 

ポイント機能画面 

歩数計機能画面 マップ機能画面 情報機能画面 

Point1   ポップアップによる簡易情報と市のHPの詳細情報を機能的に分けることによって、 
利用者は必要な情報量を選択でき、利便性を高めた。ポイント機能 

Point2   ゲーミフィケーションを導入することで、健康のために無理やり歩くという概念か 
ら、楽しみながら運動に健康意識を変容させた。歩数計機能 

Point3   ウォーキング時のコースの付随情報（距離、所要時間、消費カロリーなど）を表示 
することで、利用者に適した運動のコース選択を支援した。マップ機能 

Point4   情報をカテゴリーごとに分類することで、市のHPの総合ポータルから検索すること 
なく、ダイレクト（最短）に知りたい健康情報にアクセスできる。情報機能 

北海道釧路市では健（検）診受診率が低い結果、病気による死亡率が高く、市民の健康教育と健康意識を変容させるス
マートフォンアプリケーションを開発した。開発したアプリは、健（検）診受診や運動、健康指導（健康行動）に対し、
ポイント（電子マネー）付与やゲーム性のある歩数計、マップ・情報提供の各機能を有し、健康を応援（支援）した。 
アプリ化した目的は、政府がデジタルトランスフォーメーション(DX)を推進しており、電子化によって、機能の多様化・

利便性の向上に加えて、利用者情報（年代、性別など）のデジタルデータ（ビックデータ）が収集可能である。開発し
たアプリは、釧路市の「健康ポイント事業」と連携しており、約600人に利用されている。 
 


